
 

もしも月が無かったら地球の自転周期は本当に８時間なのか？計算して見ました。 

月は１年に３．８ｃｍずつ地球から離れながら公転していることが分かっている。 

（アポロ１１号が月面に置いて来た４６ｃｍ角のレーザー反射鏡を使って測定が可能） 

また、ニュートン力学から角運動量保存の法則が成り立つことが分かっている。 

地球と月は１つの角運動量保存の法則が成り立ち、地球と月の全体の角運動量は 

地球の自転の角運動量と月の公転の角運動量の和に等しく、その合計が保存される。 

（月の自転の角運動量も含まれるが自転周期が２７倍、質量が１／８２なので殆ど零） 

つまり、月の公転の角運動量が増えている分、地球の自転の角運動量が減っている。 

①月の公転の角運動量 

 月の質量は７．３×１０＾２２ kg 

 月の公転半径は３．８４×１０＾８ m 

 月の公転周期は２７．３２day＝２．３６×１０＾６ sec 

 公転の角運動量＝質量×公転半径＾２×２π／公転周期 

        ＝７．３×３．８４×３．８４×２π／２．３６×１０＾３２ 

        ＝２．８７×１０＾３４ kg*m^2/sec 

②地球の自転の角運動量 

 地球の質量は６×１０＾２４ kg 

 地球の半径は６．４×１０＾６ m 

 地球の自転周期は１day＝８．６４×１０＾４ sec 

 地球の慣性モーメントは２／５×質量×半径＾２ 

 自転の角運動量＝慣性モーメント×２π／自転周期 

        ＝２／５×６×６．４×６．４×２π／８．６４×１０＾３２ 

        ＝７．１５×１０＾３３ kg*m^2/sec 

③４３億年前の月の公転半径（月は４３億年前に火星の大きさの惑星が地球に衝突して出来た） 

 {（３．８４－０．０３８）／３．８４}＾４３×３．８４×１０＾８＝２．５１×１０＾８ m 

④４３億年前の月の公転の角運動量 

 ２．８７×１０＾３４×（２．５１／３．８４）＾２＝１．２３×１０＾３４ kg*m^2/sec 

⑤４３億年間で増えた月の公転の角運動量 

 （２．８７－１．２３）×１０＾３４＝１．６４×１０＾３４ kg*m^2/sec 

⑥４３億年前の地球の自転の角運動量 

 ７．１５×１０＾３３＋１．６４×１０＾３４＝２３．６×１０＾３３ kg*m^2/sec 

⑦４３億年前の地球の自転周期 

 ２４×７．１５／２３．６＝７．２７hour 

つまり、もしも月が無かったら４３億年前と同様に地球は７．３時間で自転している。 



 

アポロ１１号が月面に置いて来た４６ｃｍ角のレーザー反射鏡 

 
 

置いた場所（A１１がアポロ１１号、L はロシア製月面探査車 Lunakhod） 

 

 

地球から月までの距離の測定方法 

 


